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№
１
２
５
５
（
二
〇
一
八
年
一
月
一
日
号
）
か
ら

№
１
２
７
８
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
一
五
日
）
ま
で

№
１
２
５
５
（
二
〇
一
八
年
一
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

ホ
メ
ロ
ス
『
イ
リ
ア
ス
』
と
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』

滝
野

忠

二
〇
一
八
年
へ
の
抱
負

二
〇
二
〇
年
前
後
の
情
勢
（
上
）

伊
勢

太
郎

ゲ
バ
ラ
没

年
、『
資
本
論
』
刊
行
１
５
０
年
に
訴
え
る

稲
村

守

50
ー
マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
学
び
な
お
し
、
科
学
的
社
会
主
義
を
守
り
発
展
さ
せ
よ
う
ー

マ
ル
ク
ス
の
志
、
そ
の
追
求
の
軌
跡
を
追
う
（
五
）

ス
メ
タ
ナ
の
連
作
交
響
詩
『
わ
が
祖
国
』

中
澤

秀
行

ー
「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
つ
い
て
」
②
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
５
６
（
二
〇
一
八
年
一
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
独
占
資
本
へ
の
批
判
の
眼
を
養
お
う

森

勉

違
法
と
不
正
を
繰
り
返
し
な
が
ら

巨
額
を
た
め
込
む
独
占
資
本

労
働
力
と
労
働
の
違
い

相
馬

洋

ー
「
社
会
主
義
協
会
」
代
表
・
津
和
崇
さ
ん
へ
の
批
判
ー

津
和
さ
ん
は
ど
こ
を
間
違
え
て
い
る
か

宗
近

ー
マ
ル
ク
ス
を
正
確
に
読
ん
で
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
考
え
よ
う
ー

マ
ル
ク
ス
の
志
、
そ
の
追
求
の
軌
跡
を
追
う
（
六
）

「
哲
学
の
根
本
問
題
」
と
「
神
」

中
澤

秀
行

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
５
７
（
二
〇
一
八
年
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

下
か
ら
の
組
織
づ
く
り

伊
勢

太
郎

ー
二
〇
二
〇
年
前
後
の
情
勢
に
つ
い
て
（
下
）
ー

『
中
期
政
策
補
強
素
案
』
に
つ
い
て

原

野
人

「
連
合
政
府
」
と
は
何
か

滝
野

忠

ー
再
び
「
Ｂ
Ｉ
」
に
つ
い
て
ー

◇
新
社
会
党
へ
の
要
望
◇

大
嵐
の
予
感

社
会
保
障
改
悪

宮
本

嘉
峰

ー
Ｂ
Ｉ
議
論
よ
り

社
保
解
体
反
対
の
運
動
を
！
ー

マ
ル
ク
ス
の
志
、
そ
の
追
求
の
軌
跡
を
追
う
（
七
）

マ
ル
ク
ス
の
真
摯
に
学
問
し
た
足
跡

中
澤

秀
行

ー
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
「
神
と
宗
教
」
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
５
８
（
二
〇
一
八
年
二
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

一
八
春
闘

経
団
連
「
３
％
」
を
考
え
る

伊
勢

太
郎

春
闘

年

数
値
目
標
は
二
回
目
の
「
大
事
件
」

63

安
曇
野
の
豊
科
近
代
美
術
館

中
澤

秀
行

ー
マ
ル
ク
ス
の
志
、
そ
の
追
求
の
軌
跡
を
追
う
（
八
）
ー

「
Ｂ
Ｉ

滝
野
見
解
」（
№
１
２
５
４
）
に
、
Ｔ
さ
ん
か
ら
「
反
論
」

Ｔ
さ
ん
に
お
答
え
し
ま
す

滝
野

忠

国
連
勧
告
に
拘
束
力
は
な
い

山
下

俊
幸

ー
実
行
せ
ま
る
大
衆
的
闘
い
こ
そ
不
可
欠
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
５
９
（
二
〇
一
八
年
三
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

原
発
大
事
故
か
ら
７
年
が
た
っ
て

原

野
人

独
占
資
本
は
人
々
の
命
と
健
康
を
ど
こ
ま
で
奪
う

国
鉄
闘
争
の
経
験
を
活
か
し
、

階
級
的
労
働
運
動
の
再
構
築
に
向
け
て
（
一
）

浜
田

嘉
彦

す
べ
て
は
疑
い
得
る
～
宗
教
的
神
話
や
迷
信
か
ら
の
脱
却

中
澤

秀
行

ー
マ
ル
ク
ス
の
志
、
そ
の
追
求
の
軌
跡
を
追
う
（
九
）
ー

怒
り
広
が
る
介
護
保
険
「
生
活
援
助
」
利
用
制
限

宮
本

嘉
峰

ー
各
自
治
体

３
月
議
会
へ

「
撤
回
」
求
め
行
動
を
！

（
一
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
６
０
（
二
〇
一
八
年
三
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

ゴ
ミ
箱
の
経
済
学

滝
野

忠

人
に
志
あ
り

マ
ル
ク
ス
の
志
、
そ
の
追
求
の
軌
跡
を
追
う
（
十
）

マ
ル
ク
ス
主
義
は
「
運
動
の
未
来
を
代
表
す
る
」

中
澤

秀
行

今
年
は
『
共
産
党
宣
言
』
刊
行
１
７
０
年

自
活
体
制
そ
し
て
闘
い
か
ら
の
教
訓

浜
田

嘉
彦

ー｢

国
鉄
闘
争
の
経
験
を
活
か
し
、
階
級
的
労
働
運
動
の
再
構
築
に
向
け
て｣

（
二
）
ー

Ｊ
Ｒ
労
働
戦
線
に
〝
異
変
〟

伊
勢

太
郎

◇
資
料
◇

勤
労
速
報
（
平
成

年
２
月

日

人
事
部
）

30

22

◇
投
稿
◇

Ｂ
Ｉ
に
積
極
的
賛
成
者
は
い
な
い

川
井

吉
郎

あ
せ
ら
ず
に
正
道
を
貫
き
広
げ
よ
う

原

野
人

ー
独
占
資
本
の
反
動
攻
勢
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
６
１
（
二
〇
一
八
年
四
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

３
・

メ
ッ
セ
ー
ジ

國
分

富
夫

11

労
働
者
は
か
な
ら
ず
勝
つ

稲
村

守

ー
京
都
総
評

年
２
か
月
を
省
み
て
ー

43

〝
東
労
組
の
乱
〟
未
遂
事
件
と
会
社
の
対
応
を
考
え
る

森

勉

ー
Ｊ
Ｒ
東
会
社
の
戦
略
と
東
労
組
の
弱
点
ー

闘
え
る
組
織
づ
く
り
と
活
動
家
づ
く
り

浜
田

嘉
彦

ー
国
鉄
闘
争
の
経
験
を
活
か
し
、
階
級
的
労
働
運
動
の
再
構
築
へ
（
三
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
６
２
（
二
〇
一
八
年
四
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

企
業
の
儲
け
は
不
払
い
労
働
か
ら

滝
野

忠

１
８
春
闘
を
総
括
す
る

議
会
へ
社
会
主
義
者
を
送
り
こ
む

浜
田

嘉
彦

ー
国
鉄
闘
争
の
経
験
を
活
か
し
、
階
級
的
労
働
運
動
の
再
構
築
へ
（
四
）
ー

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
』
と
『
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
』
に
つ
い
て

原

野
人

ー
日
本
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
な
ぜ
遅
れ
て
い
る
か
ー

世
界
は
「
新
し
い
社
会
」
を
求
め
て
い
る

伊
勢

太
郎

ー
世
界
情
勢
に
つ
い
て
（
一
）
ー

「
軽
度
者｣

〈
生
活(

家
事)

援
助
〉
切
り
捨
て

宮
本

嘉
峰

ー
介
護
保
険
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
一
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
６
３
（
二
〇
一
八
年
五
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

現
代
学
生
の
政
治
・
経
済
学

滝
野

忠

憲
法
は
市
民
の
力
で
守
り
切
ろ
う

菱
山

南
帆
子

ー
国
会
前
の
闘
い
か
ら
滋
賀
へ
の
ア
ピ
ー
ル
（
一
）
ー

沖
縄
県
民
の
歴
史
意
識

本
村

充

ー
沖
縄
米
軍
基
地
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
闘
争
ー

マ
ル
ク
ス
に
学
び
資
本
主
義
を
正
確
に
認
識
し
よ
う

原

野
人

ー
「
企
業
に
解
消
さ
れ
た
資
本
、
多
国
籍
化
で
消
え
た
独
占
資
本
」
か
ら
の
脱
却
を
ー

介
護
報
酬
改
定

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
誰
の
も
の
？

杉
森

弘
之

ー
２
０
１
８
年
３
月
市
議
会
一
般
質
問
か
ら
ー

「
孤
立
死
」
ま
ね
く
「
生
活
援
助
」
回
数
制
限

宮
本

嘉
峰

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
６
４
（
二
〇
一
八
年
五
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

朝
鮮
半
島
の
非
核
化

滝
野

忠

ト
ラ
ン
プ
氏
に
は
期
待
で
き
ず

心
の
底
に
届
く
運
動

菱
山

南
帆
子

ー
国
会
前
の
闘
い
か
ら
滋
賀
へ
の
ア
ピ
ー
ル
（
二
）
ー

「
日
中
不
再
戦
の
誓
い
の
旅
」

相
沢

瑞
男

ー
日
中
労
働
者
交
流
協
会
第
４
次
（
一
）
ー

「
生
活
援
助
」
利
用
制
限
し
な
い
で

杉
森

弘
之

ー
２
０
１
８
年
３
月
市
議
会
一
般
質
問
か
ら
（
二
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
６
５
（
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

厚
労
省
「
生
活
援
助
」
切
り
捨
て

さ
ら
に

宮
本

嘉
峰

６
月
議
会
に
「
請
願
書
」
提
出
へ

空
想
か
ら
脱
却
し
よ
う
！

原

野
人

三
〇
〇
〇
万
署
名
の
活
動

菱
山

南
帆
子

ー
国
会
前
の
闘
い
か
ら
滋
賀
へ
の
ア
ピ
ー
ル
（
三
）
ー

日
本
軍

南
京
大
虐
殺
の
追
悼
儀
式

相
沢

瑞
男

ー
日
中
労
働
者
交
流
協
会
第
４
次
の
報
告
（
二
）
ー

大
飯
原
発
４
号
機
う
ご
か
す
な
！

稲
村

守

ー
５
・
９

お
お
い
町
現
地
行
動
に
市
民
の
怒
り
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
６
６
（
二
〇
一
八
年
六
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
者
思
想
の
強
化

私
た
ち
の
方
針

国
労
上
野
反
合
研

搾
取
・
剰
余
価
値
・
国
家

永
田
町
を
百
万
以
上
で
埋
め
つ
く
す

菱
山

南
帆
子

ー
国
会
前
の
闘
い
か
ら
滋
賀
へ
の
ア
ピ
ー
ル
（
四
）
ー

三
池
闘
争
、
国
鉄
闘
争
そ
し
て
マ
ル
ク
ス

山
下

俊
幸

ー
四
国
の
仲
間
た
ち
の
国
鉄
闘
争
総
括
運
動
に
学
ぶ
ー

「
新
松
本
百
景
」
で
紹
介
さ
れ
た
向
坂
逸
郎
著
『
マ
ル
ク
ス
伝
』

中
澤

秀
行

ー
園
廉
三
と
扉
山
人
を
想
う
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
６
７
（
二
〇
一
八
年
七
月
一
日
号
）

〈
特
集
〉
小

林

晃

氏

を

悼

む

◇
巻
頭
言
◇

小
林
晃
さ
ん
を
送
る

原

野
人

現
代
も
資
本
主
義
で
あ
る
、
こ
と
を
忘
れ
ま
い

小
林

晃

人
工
知
能
の
資
本
主
義
的
利
用
の
帰
結

(1)
「
保
護
貿
易
」
か
「
自
由
貿
易
」
か

(2)
「
資
本
主
義
の
未
来
」

(3)
現
代
資
本
主
義
論
の
混
迷

(4)
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
Ｂ
Ｉ
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
）

(5)
小
林
晃
先
生
の
本
誌
主
な
掲
載
論
文

編
集
部
だ
よ
り

№
１
２
６
８
（
二
〇
一
八
年
七
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
に
最
高
裁
２
つ
の
判
決

金
平

博

新
潟
知
事
選
総
括
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

小
林

義
昭

外
交
は｢

秘
密
」
交
渉

ー
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
ー

高
級
官
僚
の
政
治
生
態
学

伊
勢

太
郎

オ
ー
ル
北
海
道
の
闘
い
の
始
ま
り
（
一
）

佐
野

周
二

ー
Ｊ
Ｒ
根
室
本
線
「
新
得
ー
富
良
野
」
存
続
へ
、
２
３
０
人
結
集
し
十
勝
集
会
ー

朝
鮮
半
島
の
平
和
と
非
核
化
に
〝
光
〟

滝
野

忠

ー
二
つ
の
首
脳
会
談
か
ら
（
一
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
６
９
（
二
〇
一
八
年
八
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

混
迷
す
る
イ
タ
リ
ア
と
日
本

宗
近

Ｂ
Ｉ
は
反
動
化
す
る
独
占
資
本
と
右
翼
の
救
済
策
で
は
な
い
か

目
先
の
利
潤
追
求
に
猪
突
猛
進
の
独
占
資
本

原

野
人

ー
原
発
推
進
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
抑
制
の
『
基
本
計
画
』
ー

運
輸
セ
ン
タ
ー
駅
、
そ
れ
と
も
流
通
セ
ン
タ
ー
駅

滝
野

忠

ー
運
輸
労
働
者
の
労
働
と
は
ー

鉄
路
に
は
歴
史
、
生
活
が
こ
も
っ
て
い
る

佐
野

周
二

ー
Ｊ
Ｒ
根
室
本
線
「
新
得
ー
富
良
野
」
存
続
へ
（
二
）
ー

◇
資
料
◇

国
の
責
任
が
問
わ
れ
る

ー
Ｊ
Ｒ
根
室
本
線
の
早
期
災
害
復
旧
と
路
線
維
持
を
求
め
る
集
会
決
議
ー

大
飯
原
発
控
訴
審
…
安
倍
政
権
忖
度
判
決
！

・
７
・
４

金
沢

稲
村

守

18

ー
「
三
権
分
立
」
放
棄
の
判
決
ー

「
社
会
主
義
」
は
崩
壊
し
た
の
か
…
…

小
林
晃
先
生
を
悼
む

本
村

充

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
７
０
（
二
〇
一
八
年
八
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
闘
い

滝
野

忠

近
隣
自
治
体
の
総
意
で

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
を
止
め
る

相
沢

一
正

地
球
温
暖
化
と
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合

ー
Ｒ
ｅ
ｉ
ｋ
ｏ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
レ
ポ
ー
ト
ー

み
え
ぬ
ト
ラ
ン
プ
の
戦
略

伊
勢

太
郎

ゼ
ロ
金
利
と
資
本
主
義

【
資
料
】
最
低
賃
金
の
目
安
小
委
員
会
報
告
に
つ
い
て
（
全
労
連
、
１
７
年
７
月

日
）

26

地
域
間
格
差
拡
大
、
韓
国
に
遅
れ

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
７
１
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

小
林

晃

と

伊
藤

誠

原

野
人

ー
向
坂
逸
郎
と
宇
野
弘
藏
を
継
い
で
ー

マ
ル
ク
ス
思
想
の
根
本

滝
野

忠

階
級
と
唯
物
史
観

ー
『
共
産
党
宣
言
』
を
読
み
直
す
（
一
）
ー

未
来
に
向
け
新
た
な
歩
み
始
め
る

小
西

純
一
郎

ー
武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン
は
、
結
成

周
年
を
祝
う
つ
ど
い
で
新
た
な
出
発
を
誓
う
ー

30

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
７
２
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

福
島
第
一
の
高
濃
度
汚
染
水
を
ど
う
す
る
か

原

野
人

ー
海
や
大
気
や
地
下
へ
の
無
責
任
な
放
出
は
や
め
よ
ー

放
射
能
含
む
蒸
気
漏
れ
で
高
浜
原
発
４
号
機
再
稼
働
延
期
！

稲
村

守

ー
高
浜
原
発
そ
の
ま
ま
廃
炉
！

関
電
包
囲
全
国
集
会
炎
天
下
４
０
０
人
ー

今
の
職
場
の
力
で
、
闘
い
を
作
る
し
か
な
い

国
労
上
野
反
合
研

ー
国
労
全
国
大
会

代
議
員
の
発
言
と
書
記
長
集
約
か
ら
考
え
る
こ
と
ー

司
法
の
保
守
化
と
対
抗
す
る
労
働
組
合
・
市
民

ー
Ｒ
ｅ
ｉ
ｋ
ｏ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
レ
ポ
ー
ト
ー

唯
物
史
観

滝
野

忠

ー
『
宣
言
』
を
読
み
直
す
（
二
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り
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№
１
２
７
３
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

討
議
資
料
『
中
期
政
策
の
補
強
』
に
つ
い
て

原

野
人

労
働
者
の
不
安
定
雇
用
と
労
働
法

本
村

充

ー
労
働
契
約
法

条
・

条
ー

18

19

少
子
高
齢
化
の
政
治
経
済
学

伊
勢

太
郎

ー
少
子
化
と
独
占
資
本

思
想
攻
撃
（
一
）
ー

協
定
職
場
代
表
選
挙

36

ー
野
佐
根
代
議
員
（
上
野
支
部
委
員
長
）
の
経
過
討
論

発
言
ー

Ｊ
Ｒ
根
室
本
線

国
の
責
任
で
災
害
復
旧
を
！

佐
野

周
二

ー
国
土
交
通
大
臣
へ
約
５
０
０
０
人
署
名
提
出
ー

階
級

日
本
の
階
級
構
成

滝
野

忠

ー
『
共
産
党
宣
言
』
を
読
み
直
す
（
一
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
７
４
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

歴
史
的
勝
利

沖
縄
と
本
土

滝
野

忠

教
訓
を
活
か
そ
う
！

原

野
人

北
海
道
地
震
の
教
訓
と
電
力
独
占
資
本

(1)
内
外
で
消
え
去
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム

（2）
階
級
と
階
層

マ
ル
ク
ス
と
ア
メ
リ
カ
社
会
学

ー
『
宣
言
』
を
読
み
直
す
（
四
）
ー

少
子
化
と
労
働
者
階
級
（
二
）

伊
勢

太
郎

ー
プ
ラ
ス
の
面
は
な
い
の
か
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
７
５
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

朝
鮮
で
も
ネ
ッ
プ
政
策
の
導
入
（
６
度
目
の
訪
朝
）

小
林

義
昭

「
普
遍
主
義
」
は
だ
れ
を
喜
ば
せ
る
か

原

野
人

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

伊
勢

太
郎

矛
盾
拡
大
す
る
連
合
労
働
運
動

滝
野

忠

ア
ホ
、
バ
カ
、
マ
ヌ
ケ
の
ト
ラ
ン
プ
さ
ん

ー
首
切
ら
れ
る
の
は
い
つ
？
ー

労
働
者
と
資
本
家
の
対
立
を
解
明

ー
『
宣
言
』
を
読
み
直
す
（
五
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り



- 8 -

№
１
２
７
６
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
『
中
期
政
策
の
補
強
案
』
は
根
本
的
改
悪
案

原

野
人

ー
討
議
資
料
『
中
期
政
策
の
補
強
案
』
は
、
全
面
的
に
撤
回
さ
れ
る
べ
き
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
第

回
全
国
交
流
集
会

30

労
働
者
の
尊
厳
を
守
る
砦

金
平

博

ー
２
０
１
９
年
姫
路
集
会
を
確
認
し
て
終
わ
る
ー

賃
金
要
求
の
放
棄

滝
野

忠

ー
連
合

要
求
基
準
提
起
せ
ず
ー

世
界
大
競
争
と
独
占
資
本

伊
勢

太
郎

ー
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
」
と
経
団
連
ー

《
投
稿
》
新
社
会
党
は
ど
こ
へ
行
く

川
井

吉
郎

ー
歌
を
忘
れ
た
カ
ナ
リ
ヤ
か
ー

Ｂ
Ｉ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
主
義

ー
『
宣
言
』
を
読
み
直
す
（
六
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
７
７
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

貧
困
・
格
差
、
不
安
定
雇
用
の
根
本
問
題

伊
勢

太
郎

新
し
い
『
討
議
資
料
・
中
期
政
策
の
補
強
』
へ
の
感
想

滝
野

忠

ー
『
討
議
資
料
』
の
撤
回
を
求
め
ま
す

社
会
主
義
へ
の
多
様
な
道
を
否
定
す
る
人
々

稲
村

守

ー
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
す
べ
て
を
収
れ
ん

協
会
顧
問
を
辞
す
願
い

原

野
人

春
闘

連
合
と
経
団
連

編
集
部

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
７
８
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

ゴ
ー
ン
の
犯
罪
が
教
え
る
こ
と

原

野
人

日
本
共
産
党
の
現
在

伊
勢

太
郎

ト
ラ
ン
プ
は
〝
敗
け
た
〟

滝
野

忠

ー
ア
メ
リ
カ
中
間
選
挙

民
主
党
と
共
和
党

久
し
ぶ
り
に
職
場
の
攻
防
が
報
告

国
労
上
野
支
部
反
合
研

ー
国
労
上
野
支
部
大
会
か
ら
ー

基
本
政
策
は
全
員
の
賛
同
が
基
礎

山
下

俊
幸

ー
「
中
期
政
策
の
補
強
」
案
の
全
面
撤
回
を
求
め
る
ー

Ｊ
Ｒ
根
室
本
線
（
新
得
ー
富
良
野
間
）
の
路
線
維
持
！

佐
野

周
二

ー
北
海
道
の
鉄
路
存
続
と
再
生
を
考
え
る

十
勝
の
集
い

帯
広
ー

in

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り


